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平成３０年度 道路の維持又は修繕の実施状況に関する調査について 

 

 

標記については、道路法７７条第１項に基づき、全国における道路の維持又

は修繕の実施状況を明らかにし、道路の管理に関する基礎資料を得ることを目

的として実施するものです。 

つきましては、下記により調書を作成、提出願います。 

なお、貴管内市町村及び道路公社に対しても、貴職から通知方お願いします。 

 

記 

 

１．調  書 １）道路施設（橋梁・トンネル・大規模構造物）の 

点検・診断に関するデータ 

       ２）道路施設（舗装・土工・小規模附属物）の 

点検・診断に関するデータ 

 

２．提出方法 １）別紙「点検データ等登録システム操作マニュアル」（平成

３０年度版）及び別添の記入要領に基づき、提出願います。 

       ２）別添の記入要領に基づき、施設一覧ファイルに記入の上、

電子メールにより提出願います。 

       ※ただし、公文は別途郵送 

 

３．提出期限 平成３１年５月３１日（金） 

 

４．提 出 先 〒100-8918 東京都千代田区霞が関 2-1-3 

国土交通省 道路局国道・技術課 佐々木あて 

         電 話  03-5253-8494（内線 37854） 

         E-mail  sasaki-s85ab@mlit.go.jp  
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「点検支援新技術」現場活用状況の動画を公開

○平成30年度北陸地方整備局の橋梁・シェッド定期点検において下記の「点検支援新技術」を活用。

地方公共団体による積極的な活用を図ることを目的に、活用状況の動画を公開。

動画は
こちら☞

動画は
こちら☞

北技YouTubeチャンネルにて
動画を公開中

①コンクリート構造物変形部探知システム ②マルチコプタ点検システム

・UAV搭載カメラの撮影画像から損傷判断。
・労働災害の軽減、点検レベルの平準化を図る。

④ポール打検機

・ポール先端の打検機による打音から損傷判断。
・労働災害の軽減、足場コストの縮減を図る。

・歩道から伸ばしたアーム先端の赤外線カメラ
やクラックゲージ等から損傷判断。
・労働災害の軽減、点検レベルの平準化を図る。

③懸垂型 橋梁点検支援ロボット

・ポール先端の装置（ハンマー内蔵）による打
撃時の反射波から損傷判断。
・労働災害の軽減、点検レベルの平準化を図る。
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平 成 3 1 年 度

道 路 関 係 予 算 概 要

平 成 3 1 年 1 月

国 土 交 通 省 道 路 局

国 土 交 通 省 都 市 局

抜粋資料

tanaka-h8313
四角形
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Ⅰ 基本方針

平成31年度予算においては、東日本大震災や近年相次ぐ大規模自然災害による「被災地の復旧・復興」、「国民の安全・安心の
確保」、「力強く持続的な経済成長の実現」及び「豊かな暮らしの礎となる地域づくり」の4分野に重点化し、施策効果の早期実
現を図る。

東日本大震災という未曾有の大災害を踏まえ、平成28年度から平成32年度までの復興・創生期間における新たな枠組みに基づ
き、復興道路・復興支援道路等の緊急整備等により被災地域の早期復旧・復興に全力で取り組むとともに、近年相次ぐ大自然災
害による被災地の復旧・復興を図るため、被災した道路の災害復旧の加速や復興を支援する道路の整備を推進する

被災地の復旧・復興（P11～12）

国民の命と暮らしを守るため、老朽化が進む道路施設について、着実な点検・措置等を適切に推進するとともに、道路の防災・
震災対策や雪害対策、代替性の確保のための道路ネットワークの整備、無電柱化等を推進する。また、生活道路・通学路や踏切、
自転車の安全対策とともに、高速道路における安全性・信頼性の向上に資する取組を推進する

国民の安全・安心の確保（P13～26）

経済の好循環を拡大し、また、平常時・災害時を問わない安全かつ円滑な物流等を確保するため、三大都市圏環状道路等の整
備・機能強化や、高速道路のIC、空港・港湾・鉄道駅などの主要拠点へのアクセスの強化等を推進するとともに、今ある道路の
運用改善や小規模な改良等のネットワークを賢く使う取組を推進するなど、社会全体の生産性向上につながる政策を計画的に実
施する

力強く持続的な経済成長の実現（P27～39）

これらの課題に対応した施策を進めるにあたっては、以下の観点に留意し取り組む。
・生産性の向上や安全・安心を含めた生活の質の向上等の「ストック効果の重視」
・道路の機能を最大限発揮するため「賢く使う」
・ＩＣＴやビッグデータ等を活用した「賢い投資」
また、コストの徹底した縮減や事業のスピードアップのためのマネジメント強化、新技術の活用などイノベーションの社会実装を
進めるとともに、既存ストックの有効活用やオープン化（道路空間・データ等）の推進に積極的に取り組む。
あわせて、重要インフラの緊急点検結果等を踏まえ、「国民経済・生活を支える重要インフラ等の機能維持」の観点から、特に緊
急に実施すべきハード・ソフト対策について、2020年度までの３年間で集中的に実施する。

地方の成長を促し、少子高齢化の制約を克服するため、「コンパクト＋ネットワーク」の考え方に基づき、「道の駅」やスマー
トIC等の活用による拠点の形成及び道路ネットワークによる地域や拠点間の連携確保を推進する

豊かな暮らしの礎となる地域づくり（P40～47）
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（単位：億円）

事業費 対前年度比 国　費 対前年度比

15,718 1.01 15,718 1.01

10,728 1.00 10,728 1.00

3,811 1.04 3,811 1.04

1,179 1.02 1,179 1.02

3,445 2.11 1,965 2.02

1,995 1.47 1,106 1.46

380 3.23 213 3.29

162 1.04 108 1.04

909 皆増 490 皆増

－ － 48 0.97

24,879 1.02 175 1.24

44,043 1.06 17,858 1.07

544 皆増 290 皆増

43 － 26 －

44,630 1.05 18,173 1.05

（臨時・特別の措置を含む場合）

1,489 皆増 1,489 皆増

45,532 1.09 19,346 1.16

防災・安全交付金（無電柱化推進計画支援事業）

補 助 率 差 額

有 料 道 路 事 業 等

小　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　（①）

社会資本整備総合交付金（交通拠点連携集中支援事業（国債義務額等））

小　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　 　　（①+②）

合 計

防災・減災、国土強靱化のための緊急対策     （②）

事 項

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

維 持 修 繕

諸 費 等

補 助 事 業

地 域 高 規 格 道 路 、 IC 等 ア ク セ ス 道 路 そ の 他

大 規 模 修 繕 ・ 更 新

除 雪

連 続 立 体 交 差 事 業

※補助事業 国費1,965億円には、個別補助制度創設等に伴う社会資本整備総合交付金からの移行分 国費970億円を含む。

含まない場合、補助事業 国費995億円[対前年度比1.02]である。

※この他に、防災・安全交付金（国費13,173億円[対前年度比1.18]（臨時・特別の措置を除く場合 国費10,406億円[対前年度比0.94]））、社会資本整備総合交付

金（国費8,713億円[対前年度比0.98]（臨時・特別の措置を除く場合 国費8,364億円[対前年度比0.94]））があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることが

できる。上記には、防災・安全交付金（無電柱化推進計画支援事業）及び社会資本整備総合交付金（交通拠点連携集中支援事業（国債義務額等））を含む。

※この他に、東日本大震災からの復旧・復興対策事業（国費1,744億円[対前年度比0.83]）がある。 また、東日本大震災からの復旧・復興対策事業として社会

資本整備総合交付金（国費1,226億円[対前年度比1.28]）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる。

注１．上記の他に、行政部費（国費9億円）がある。
注２．直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金（3,093億円（臨時・特別の措置を除く場合 2,957億円））を含む。
注３．四捨五入の関係で、各計数の和が一致しないところがある。

Ⅱ 決定概要
１ 予算総括表

[参考]公共事業関係費（国費） 通常分(A)：60,596億円（対前年度比1.01）、臨時・特別の措置(B)：8,503億円（皆増） 計(A+B) 69,099億円（対前年度比1.16）
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２ 防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策

重要インフラの緊急点検結果等を踏まえ「国民経済・生活を支える重要インフラ等の機能維持」の観点から、法面・盛土対策や
無電柱化など、特に緊急に実施すべきハード・ソフト対策について、2020年度までの３年間で集中的に実施します。

３ 地方への重点的支援について

（臨時・特別の措置：国費1,489億円）

○ 大規模修繕・更新補助制度の対象事業の要件緩和 〇 空港・港湾等のアクセス道路整備等の個別補助制度の創設
○ 連続立体交差事業の個別補助制度の創設

（参考）防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策（対策項目）

①法面・盛土 ②冠水 ③越波・津波 ④耐震 ⑤踏切 ⑥停電・節電 ⑦豪雪 ⑧無電柱化

※社会資本整備総合交付金は除く

個別補助化制度の創設・拡充に伴う補助事業費の増額（H30:974億円 ⇒ H31:1,965億円[2.02]）

③交付金による支援（重点配分対象事業）（P9,10参照）
＜防災・安全交付金による支援＞
・道路施設の適確な老朽化・地震対策 ・通学路等の生活空間における交通安全対策

＜社会資本整備総合交付金による支援＞
・ストック効果を高めるアクセス道路の整備 ・重点「道の駅」や道の駅における子育て応援に係る機能強化

①補助事業による支援
複数年にわたり計画的かつ集中的な投資が必要となる地域高規格道路の整備、大規模修繕・更新、ICへのアクセス道路の整備

等に対する個別箇所毎の支援に加え、個別補助制度の創設・拡充を行い重点的に支援を実施します。

地方公共団体からの要望を踏まえ、地方の課題解決のため、補助事業や交付金事業を適切に組み合わせ、重点的に支援します。

②防災・安全交付金（無電柱化推進計画支援事業）による支援
無電柱化推進計画（2018～2020年度）の進捗を図るため、「無電柱化推進計画支援事業」を新たに創設し、地方公共団体によ

る無電柱化の整備を計画的かつ重点的に支援します。
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４ 道路施設の着実な老朽化対策の実施について

○点検一巡を踏まえた定期点検の見直し

新技術の活用による点検方法の効率化や、損傷や構造特性に応じた着目箇所の絞り込みなどの定期点検要領の見直しを2018年
度中に行い、2019年度からの二巡目点検を実施します。

○点検実施状況について

道路施設の定期点検は、開始から４年が経過した2017年度末の実施状況で、橋梁において、80％と着実に進捗しています。

○修繕の着実な実施に向けた支援

地方公共団体においては、2014～2016年度に点検を実施した橋梁のうち、次回点検までに措置を講ずべきもの（判定区分Ⅲ・
Ⅳ）の修繕に着手した割合は約12％（2018年３月末時点）となっており、老朽化の進行により橋梁の通行規制等を増加させない
ために、早期に修繕に着手することが重要です。

メンテナンスを着実に実施するため、地方公共団体に対して、交付金を重点配分するとともに、補助事業については、大規模
修繕・更新補助制度の対象事業を拡充するほか、地方単独事業についても地方財政措置（公共施設等適正管理推進事業債）の対
象事業に一定規模以下の橋梁修繕を新たに加えるなど、財政的支援を行います。

また、市町村の多くで橋梁管理に携わる技術者がいないなどの現状を踏まえ、地方公共団体への技術的な支援を充実するとと
もに、新技術の導入により修繕工法を効率化し、インフラメンテナンスの生産性向上を図ります。

（参考１）大規模修繕・更新補助制度の対象事業の要件緩和
地方公共団体に対して、複数年にわたる集中的な支援を更に拡大するため、現行の事業要件を緩和します。
（例）市町村 修繕事業 事業費 [現行] ３億円以上 → [見直し] １億円以上 等

（参考２）公共施設等適正管理推進事業債の拡充
地方公共団体において道路の適正な管理を推進するため、地方単独事業（長寿命化事業）について、地方財政措置の対象を拡

充します。（地方債充当率：90％ 交付税措置率：財政力に応じて30～50％）

（対象事業）①舗装の表層に係る補修 ②小規模構造物の補修・更新 ③法面・斜面の小規模対策工 ④橋梁の修繕 (一定規模以下のもの)

※下線部分が拡充
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道路施設の適確な老朽化・地震対策

（道路事業における防災・安全交付金の重点配分の概要）

○踏切道の拡幅等の踏切における事故対策

歩道橋
踏切道の拡幅

自由通路

カラー舗装

⇒踏切道改良計画に基づく事業に対して特に重点的に配分

通学路等の生活空間における交通安全対策

＜対策メニュー＞
・狭さく、ハンプ等の設置

抜け道として利用する
大型車が多く危険

：要対策箇所

：通学路

＜対策メニュー＞
・自転車通行空間の整備

＜対策メニュー＞
・歩道拡幅
・無電柱化
・踏切道の拡幅
・ユニバーサルデザイン化

歩道幅員が狭く、段差があり
転倒の危険

自転車と錯綜し危険

○歩行空間の確保等の通学路における交通安全対策

⇒点検等を継続的に実施している団体が行う対策に対して特に重点的に配分
⇒ビッグデータを活用した生活道路対策に対して特に重点的に配分

○高速道路・直轄国道をまたぐ跨道橋
の耐震化

○鉄道との結節点における歩行空間のユニバーサルデザイン化

○地方版自転車活用推進計画に基づく自転車通行空間整備

○省令・告示に基づく定期点検、個別施設ごとの長寿命化計画の策定
○計画に基づく修繕・更新・撤去

⇒「定期点検」・「長寿命化計画の策定」に対して特に重点的に配分
⇒点検を計画的に実施している地方公共団体が行う
「修繕」・「更新」・「撤去」に対して特に重点的に配分

橋梁の撤去

ト
ン
ネ
ル

橋

梁

大
型
構
造
物

個別施設ごとの
長寿命化計画

橋梁の修繕跨線橋の点検

○地震時等に著しく危険な密集市
街地における道路整備

危険な密集市街地の事例

踏切の除却
（単独立体交差化など）

自転車通行空間整備

駅前広場の
ユニバーサルデザイン化

特定道路

整備後のイメージ

熊本地震の事例

落橋防止構造橋脚補強
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平成３１年２月１３日 

 

天
てん

大橋
たいばし

に「道路メンテナンス技術集団」を派遣 

～地方公共団体管理の老朽橋梁に対する直轄診断（鹿児島初！）を実施～ 

○道路の老朽化に関しては、多くの施設を管理している地方公共団体に対して、財政面、技術面等でこ

れまで以上の支援が求められています。 

○国土交通省では、地方公共団体への支援として、要請により緊急的かつ高度な技術力を要する施設に

ついて、地方整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテナンス

技術集団」による直轄診断を平成 26 年度より実施しています。 

○九州地方整備局では、鹿児島初となる直轄診断を鹿児島県薩摩川内市が管理する天大橋において、下

記のとおり道路メンテナンス技術集団による現地調査を開始しますので、お知らせします。 
 

記 
 

日時 平成３１年２月１８日（月）１３時３０分～１５時３０分 

場所 天
てん

大
たい

橋
ばし

（鹿児島県
かごしまけん

薩摩
さつま

川内市
せんだいし

平
ひら

佐
さ

町
ちょう

）橋長５１７．５７ｍ 
 

予定 １３：３０～ 診断方法の説明等（薩摩川内市役所 ３階 第二委員会室） 

 

     １４：１５～ 天
てん

大
たい

橋
ばし

の直轄診断（現地） 

             
 
     １５：００～ 当日の作業報告（現地） 

 

〔添付資料〕 

別紙１ 直轄診断、道路メンテナンス技術集団   別紙３ 集合場所位置図 

別紙２ 天大橋の概要              別紙４ 送信票 
 

  ※報道関係者の皆様へ 

   ・当日の取材及び撮影は可能です。 

   ・当日取材される予定の方は、別途「当日の流れ」をお知らせ致しますので、別紙４「送信票」

に記入の上、２月１５日（金）１２時までに下記 FAX 宛に送付をお願いします。 

 

【問い合わせ先】 

 国土交通省 九州地方整備局 TEL：092-471-6331（代表） FAX：092-476-3481 

               道路部 道路保全企画官 浅井
あさい

 博
ひろ

海
み

 （内線 4121） 

                   道路構造保全官 鵜林
うばやし

 保彦
やすひこ

 （内線 4122） 
 

               鹿児島国道事務所 TEL：099-216-3111（代表） 

                   技術副所長   五反田
ご た ん だ

 信
のぶ

幸
ゆき

（内線 205） 
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【 直轄診断】

別紙１

「橋梁、トンネル等の道路施設については、各道路管理者が責任を持って
管理する」という原則の下、それでもなお、地方公共団体の技術力等に鑑
みて支援が必要なもの（複雑な構造を有するもの、損傷の度合いが著しい
もの、社会的に重要なもの、等）に限り、国が地方整備局、国土技術政策
総合研究所、国立研究開発法人土木研究所の職員で構成する「道路メン
テナンス技術集団」を派遣し、技術的な助言を行うもの。

【道路メンテナンス技術集団メンバー】

九州地方整備局 道路部 道路保全企画官（リーダー）

同 道路部 道路構造保全官

同 鹿児島国道事務所 技術副所長

同 大隅河川国道事務所 技術副所長

同 熊本河川国道事務所 総括保全対策官

同 九州技術事務所 総括技術情報管理官

国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部 橋梁研究室長

国立研究開発法人 土木研究所

構造物メンテナンス研究センター 上席研究員

同 先端材料資源研究センター 上席研究員



天大橋の概要 別紙２

この背景地図等データは、国土地理院の電子国土
Webシステムから配信されたものである。

位置図

天大橋 諸元 （供用年 昭和59年）「1984年」
PC4径間単純ﾌﾟﾚT桁+ PC4径間単純ﾌﾟﾚ中空床版+PC3径間連続ﾎﾟｽ箱桁

+単純ﾌﾟﾚ中空床版+PC4径間単純ﾎﾟｽT桁
橋長 517.57m 幅員 13.0m 16径間

至 熊本

側面図

天大橋

緊急性・高度な技術力
の必要性

ASRによる劣化が疑わ
れ、劣化原因の特定
や補修工法の検討に
高度な技術力が必要。

断面図

至 鹿児島

てんたいばし

ＡＳＲ：アルカリ骨材反応、水の介在によりコンクリート中の水酸化アルカリと骨材中の反応性骨材との化学反応に
より生成されるアルカリシリカゲルが吸水に伴う膨張によって、コンクリートにひびわれを発生させる現象をいう。



 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度決算検査報告に関する説明会資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省大臣官房会計課 

平成 3１年 1 月 9 日 
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 資 料 ６  

一般国道等の路面下空洞対策において、調査業務に要した費用について、指針等を

整備することなどにより、占用企業者に応分の費用を求めるよう意見を表示したも

の 

 

１． 事業主体 

国、地方公共団体（道、府、県、市、区、町） 

 

２． 指摘内容 

上水道管、下水道管等の路面下占用物件の老朽化が進む中、路面下占用物件の

破損等が原因となる空洞や陥没の発生は今後も増加することが想定されており、

空洞を発見するための調査業務は今後も引き続き多数実施されることが見込ま

れる。 

このため、空洞を発見するために実施している調査業務に要した費用につい

て占用企業者に対して応分の負担を求めるための指針等を整備して、これを技

術事務所等及び道路の占用許可を行っている国道事務所等に対して周知するこ

とにより、国道事務所等が指針等に基づき関係者との合意形成を図り、占用企業

者に応分の負担を求めるよう、また、地方公共団体に対して同様な助言をするよ

う意見を表示されたものである。 

 

３． 改善措置 

指摘の主旨を踏まえ、調査業務に要した費用について、占用企業者に負担を求

めるための指針等をとりまとめ、技術事務所等及び国道事務所等に対して周知

し、国道事務所等が関係者との合意形成を図った上で、占用企業者に負担を求め

ていく予定である。 
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